
Molecular clouds photoevaporation 
and FIR line emission 

L. Vallini, A. Ferrara, A. Pallottini, S. Gallerani

High-z journal 23/7/2016 Natsuki Hayatsu



GMC中でFIR lines はどう放射されるか？

・EUV (電離フォトン), FUV による光蒸発の時間変化を追う

・GMCの密度分布は観測的に知られる確率分布を仮定する
    - おおまかに, [CII], [OI], [OIII]の臨界密度以上かつ自己重力系の “clump” と, 

臨界密度よりやや希薄な “inter clump medium (ICM)” の2成分

・一様な輻射場G0を仮定 (星なしのGMC)

・密度, G0, 金属量 を与えてCloudy に (各時刻の) line luminosity や PDR column 
density を計算させる

・光蒸発による mass の時間変化は解析解に従う (Gorti & Hollenbach 2002)。

・ガス/ダスト比については言及なし



Sketch of the GMC model



Density distribution



Sub-critical / super critical の区別



Radiation field 
Star burst 99 でIMFを積分したSED

定常状態になるまで (-100Myr), 

Habing band は増加し続ける.



GMC の光蒸発の時間進化

PDRとそうでない領域の

Column density 比

温度比 (音速比)

で特徴づけられるそう (Gorti & Hollenbach 2002)。

これに必要な諸量はcloudy で計算. 



光蒸発による
質量分布の変化



Photoevaporation
 timescale

Shock による高密度化が

蒸発を抑制する (▲のところ).



結果 [CII] 
結局 ICM の領域しか

放射されない。

G0 ↑↑ ⇒ L[CII]↑↑

金属量↓↓⇒ L[CII]↓↓



結果 [OIII] / [CII] 比
金属量が下がると, 

EUVが高密度領域まで

入ってこれる

OIII abundance ↑↑

これによって, 

Inoue et al. 2016 を再現


